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　今日的課題への対応　環境との関わり
　　
近年、地球温暖化などの地球規模の環境問題が世界共通の課題として提起されています。この

ような中、学校施設についても、地球環境の保全を進める観点から、また、エネルギーの効率的
利用を図る観点から、環境への負荷の低減や自然との共生に対応した施設づくりが求められてい
ます。

　今日的課題への対応　地域との関わり
　　
近年、地域における教育力の低下が問題視されており、学校と地域の連携を推進する様々な取

り組みが行われているところです。学校施設においても、地域コミュニティーの拠点として、学
校施設のより一層の活用を図るなど地域と連携した施設とすることが求められています。

ここでは、環境に関する学習活動を支える施設づくりや地域との連携を促進する施設づくり等
のアイディア例を示しています。
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学校全体が
環境教育の教材
学校全体が
環境教育の教材
～エコスクールを活用した環境・エネルギー教育の実践～

2020

写真 20－１　屋上に風力発電を設置（富山市立中央小学校）

地球環境問題の理解
・校舎屋上の太陽光パネルを実際に見学したり、ビオ
トープ注７における自然観察などの体験的な学習を

　■期待される効果

注 6
●新エネルギー●

新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法
（略称　新エネ法）で「技術的に実用化段階に達し
つつあるが、経済性の面での制約から普及が十分
でないもので、非化石エネルギーの導入を図るた
めに特に必要なもの」と定義され、太陽光発電や
風力発電、バイオマス発電など 10種類が指定さ
れている。

　■計画のポイント

体感のための工夫
・太陽光パネルなど新エネルギー設備については、発電量を
分かりやすく表示するモニターを見やすい位置に設置する。

・風力発電や小水力発電など、仕組みが見て分かりやすい
新エネルギー等の設置を積極的に検討する。

・自然生態を体感できる場として、ビオトープや水生植物
等の観察を行うことができる小川、池等の設置を検討する。

・適切な断熱化や自然換気の工夫により、最少限の冷暖房
でも教室内が快適になることが実感できるようにする。

　■効果的に利用するための注意点

・エコスクールを構成する要素である太陽光パネル等に
ついては、授業での活用を前提として、安全で見学し
やすいように設置する。

・環境・エネルギー教育を充実させるためには、外部の
専門家の協力を得ることも考えられる。

　■補足説明

・エコスクールの整備は、自然換気、自然採光や日照調整、
雨水利用、壁面緑化、内装の木質化、リサイクル建材の
利用など、校舎全体に及ぶ。また、学校へ導入可能な新
エネルギー等としては、太陽光パネルの他、太陽熱利用、
地中熱利用注８ 、風力発電、バイオマス熱利用などがあり、
地域特性、気候条件により適した設備を検討する。

 p.53「21. まぶしくない、暑くない教室」参照
　　　　 p.55「22. 風が通るさわやかな教室」参照
　　　　 p.57「23. 木の学校で学ぶ」参照
　　　　 p.59「24. 豊かな緑にかこまれながら」参照

写真 20－２　ビオトープでの自然観察
（埼玉県戸田市立芦原小学校）

注 7
●ビオトープ●

( ドイツ )Biotop：動物や植物が恒常的に生活できる
ように造成または復元された小規模な生息空間。公
園の造成・河川の整備の計画などに取り入れられる。 
ギリシャ語で生物（bios）と場所（topos）を示す造語。

出典：三省堂刊「大辞林」

注 8
●地中熱利用●

地中の温度は年間を通して変化が小さく、夏は外
気より冷たく冬は外気より温かい。この温度差が
持つ熱エネルギーを冷暖房に利用するもの。

写真 20－ 3　外部の専門家による太陽光パネルを利用した
出前授業（神奈川県横須賀市立大矢部小学校）

写真 20－ 4　太陽光パネルの発電モニターを目につきやすい昇降口に
設置（静岡市立番町小学校）

体感が省エネ活動へとつながる（長野県高森町立高森南小学校）
写真出典：環境省「学校エコ改修と環境教育事業」ＨＰ（URL http://www.ecoflow.go.jp/）

写真 20－５
ペットボトルのソーラー給湯器 写真 20ー６　沸かしたお湯を掃除に利用

黒塗りの自作ペットボトルのソー
ラー給湯器でお湯を沸かし、掃除に
利用することで、省エネ活動を実践。

エネルギー使用量の「見える化」
・電気の使用量を計測し、リアルタイムに表示するなど、
エネルギー使用量を可視化したり、学校全体の電力の
需要を監視したりすることにより、無駄の有無や、自
らの省エネルギー活動の効果を把握することができる。

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○省エネルギーに配慮した施設整備や、新エネルギー注６の導入、エネ
ルギーの消費実態などの「見える化」、自然生態を体感できる場の設
置により、学校全体を環境教育の教材とするもの。

○学校全体を教材として活用し、体験を通じて効果を実感しながら学
ぶことができ、地球環境問題への関心を高めるとともに、持続可能
な社会を実現するための行動マナーを身につけることにつながる。

行ったりすることで、地球環境問題についての理解を
深めることができる。

・エコスクールは地域の人たちにとっての学習の場でも
あり、家庭、地域への環境意識の啓発・向上につながる。

社会について考え、行動する姿勢
・身近にある太陽光パネルなどに関連して持続可能な社
会の実現について考えることで、社会的な問題に対し
て主体的に考える姿勢を育むことができる。

・実際に省エネルギーにつながる行動を行ったときにそ
の効果を実感できるようにしておくことで、行動を継
続していく励みとなり、行動マナーとして身につけて
いくことができる。
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安定した明るさの学習環境
・直射日光を防ぎながら教室全体を均一的な明るさとす
ることで、落ち着きのある、目にも優しい学習環境が
得られ、子どもたちが集中できるようになる。

　■期待される効果

まぶしくない、
暑くない教室
まぶしくない、
暑くない教室
～安定した自然採光を～

2121

写真 21－１　高窓から天空光を導いた明るい普通教室（三重県鈴鹿市立旭が丘小学校）

注 10
●天空光●

太陽光のうち、直射日光を
除き、天空のあらゆる方向
から地上に到達する光。
出典：三省堂刊「大辞林」

　■計画のポイント

南向きの教室
・ライトシェルフ注９や水平ルーバーを設置し、教室の
奥まで太陽光を届けながら、同時に日照を調整しカー
テンをしなくても窓側の環境を守ることができるよう
な工夫をする。

北向きの教室
・日照や通風経路を確保するため、教室の前の廊下や多
目的スペースは南側に開いたつくりとし、間仕切りは
設けないか、開閉可能なものとする。

・平屋または最上階の教室では、天空光注10 を取り入れ
られるように、北向きの高窓や天窓等を設けることも
考えられる。

・東あるいは西向きの窓については、垂直ルーバーを用
いて日照調整する。

温熱環境への配慮
・日射の調整とともに、建物周囲を樹木等で緑化して夏
季の気温を下げたり、教室の中の通風経路を確保した
りすることなどにより、教室の温熱環境を調節する。

 p.55「22. 風が通るさわやかな教室」参照
             p.59「24. 豊かな緑にかこまれながら」参照

　■効果的に利用するための注意点

・カーテンによって自然通風や採光が損なわれないよう
に注意する。

　■補足説明

・天候により十分な採光が得られない場合があるため、
補助光源としての照明器具が必要となる。

・夏季の日照調整については、「緑のカーテン」等の植
物による方法もある。

写真 21－４　南に開けた多目的スペースに面する北向きの教室
（広島県呉市立川尻小学校）

写真 21－５　木のパーゴラと緑のカーテンによる日照調整
（山梨県昭和町立押原小学校）

注 9
●ライトシェルフ●

窓の上部に設けた庇（中庇）のことで、窓際への
直接入射光を遮るとともに、この庇により太陽光
を天井に反射させて部屋の奥まで明るくする工
夫。

図 21－１　
北東向きの高窓からの光の取り入れ方
（三重県鈴鹿市立旭が丘小学校）

ライトシェルフにより日照の調整がされた南向きの教室（愛知県瀬戸市立品野台小学校）

写真 21－２　ライトシェルフ 写真 21－３　普通教室内部

普通教室 多目的スペース

南から
の光

東から
の光

女子
トイレ

廊下 教室 教室

南

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○普通教室について、教室の方位に応じた方法で、太陽光を採り入れ、
どの場所に座った子どもにも優しい光環境や温熱環境とするもの。
（教室は必ず南向きとする、といった固定観念で校舎を計画しない。）
○直射日光を避け、落ち着きのある学習環境を得ることで、子どもた
ちが授業に集中できる。
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良好な学習環境
・気候風土に応じた自然の力を利用して、子どもをはぐ
くむ場として良好な学習環境を確保できる。

・通風・換気の仕組みそのものを見て分かりやすいもの
とすることにより、環境教育に活用できる。

　■期待される効果

風が通る
さわやかな教室
風が通る
さわやかな教室
～自然の通風・換気を活かした教室～
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　■計画のポイント

通風経路の確保
・通風経路を確保しやすい平面および断面計画とする。
・教室空間において、可動式や格子状の間仕切りを使用
したり、開口部を工夫したりする。　

・自然の風力や室内外の気温差を利用してより積極的な通
風・換気・（暖房）を行う設備を計画することも考えられる。

・計画時に通風のシミュレーションをし、想定した効果
があるかどうかについて確認する。

・換気窓の工夫により、夜間の自然通風・換気が行える
ようにする。

見て分かりやすくする工夫
・設備の仕組みや効果を模式図や数値で示したパネルを設
置するなど、子どもたちが見て分かりやすいようにする。

 p.51「20. 学校全体が環境教育の教材」参照

・設備をデザインとして活かすよう工夫する。

　■効果的に利用するための注意点

・空気の流れが見て確かめられるようにリボンを吊るし
たり、実験を行ったりすることも考えられる。

　■補足説明

・通風の確保と併せて、ルーバーや庇等により直射日光
を遮ることで、より快適な学習空間が確保できる。

 p.53「21. まぶしくない、暑くない教室」参照

省エネ効果
・自然の力を活用した温熱制御であるため、省エネ化が
図れる。

写真出典：「環境に配慮した学校施設の整備推進のために－学校施設の環
境配慮方策等に関する調査研究報告書－」
2008 年 , 国立教育政策研究所　文教施設研究センター「学校施設の環境
配慮方策等に関する調査研究」研究会

写真 22－１　校舎全景

図 22－１　自然換気の経路 写真 22－２　屋上にある風の塔

風の塔，風の道を利用した自然換気（神戸市立玉津第一小学校）

写真 22－３　
欄間通気窓

写真 22－４　
通気ガラリ

写真 22－５　換気・集熱塔 写真 22－６　しくみや効果が分かるパネル

自然換気設備（換気・集熱塔）とその効果を見て分かりやすいように計画（福島県立会津学鳳中学校・高等学校）

図 22－２　欄間窓・ガラリを利用した自然通風と床涼房の活用（東京都武蔵野市立大野田小学校）

欄間窓

ガラリ

冷水が流れる管

普通教室 多目的スペース

間仕切りの工夫

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○通風・換気のため、屋上までの排気筒を設けたり、教室の中を風が
通り抜けるための欄間やガラリ等を設けるもの。

○夏季の暑さを緩和し、また教室内の空気を清浄に保つことができる。
自然の力を利用した通風・換気であるため、健康的であり、かつ省
エネにもつながる。

風の塔

自動開閉窓

風の道
（熱気の道）

勾配天井で
熱気を動きやすく

外の
空気

教室

教室

教室

廊下

廊下

廊下
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木の学校で学ぶ木の学校で学ぶ
～木材を活用してあたたかみのある室内環境に～
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　■期待される効果

快適であたたかみのある室内環境
・木材を利用することで、あたたかみが感じられる、調
湿作用により湿度が良好に保たれるなど、快適な室内
環境が実現できる。また、子どもたちの心理面・情緒
面の安定につながる。

木材利用による環境負荷低減
・木材は、炭素貯蔵効果があり、材料製造時の炭素放出
量が少ない省エネ資材である。また、間伐材の利用は
森林の保全に寄与することになる。

地域材の利用により、
環境、地域を考える
・地域材を利用することで、森林の保全、木の文化の継
承、地域の活性化などについて考えるきっかけを増や
すことができる。

写真 23－ 5　木の音楽教室（三重県熊野市立有馬中学校）

写真 23－１　木材によるあたたかみある空間（福島県棚倉町立社川小学校）

　■計画のポイント
　　

木造の計画
・地域に固有の木材や伝統的な構法を用いることで、学
校の個性の一つとなる。また、鉄筋コンクリート造な
どとの混合構造とすることで、設計上の課題の解決が
容易になる。

内装の木質化
・内装を木質化することでも、豊かな室内環境が実現で
きる。使用する部位に適した樹種を選定し、木質化す
る面積や色目の濃さに留意する。

　■補足説明

・使用材料（製材品／集成材）や使用目的（地域材の使
用／木材一般の使用）等につき、関係者間で合意を形
成する。

・地域材を使う場合には、木の伐採時期や乾燥期間を考
慮して全体の建設スケジュールを組み立てるとともに、
木材関係者と連携して進めていく必要がある。

・設計上の工夫などにより、コストを抑えることもできる。

　■効果的に利用するための注意点

・設計段階で、雨がかりや紫外線の影響を抑えたり、部
材の選定に配慮することにより、維持管理の負担を減
らすことができる。

写真 23－ 6　木造の体育館（秋田県能代市立浅内小学校）

写真 23－ 2　授業で木材ストック場を見学（栃木県茂木町）

写真 23－ 3　校舎全景

木造とRC造の混合構造校舎（福井県南越前町立今庄小学校）

写真 23－ 4　校舎内部

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○校舎の柱・はりや内装に木材を活用することにより、あたたかみと
潤いのある学習・生活環境とするもの。

○地域材の活用は、地球温暖化対策、地域の活性化、文化の継承にも
つながる。
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環
境
と
の
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り

自然の営みの体感
・木々とのふれあいを通じて、昆虫などの生物の生態や
四季の変化を体感し、またそれを学習活動に活かすこ
とができる。

子どもたちの体力向上に寄与
・緑豊かな学校にすることで、子どもたちの屋外での活
動機会が増し、体力の向上につながる。

けがの防止
・グラウンドが芝生化されることで、運動中のけがを軽
減できる。また、地表温度の上昇を抑えることができる。

　■期待される効果

豊かな緑に
かこまれながら
豊かな緑に
かこまれながら
～グラウンドの芝生化や壁面緑化で学校に潤いを～

2424

省エネ効果
・屋上、壁面緑化は、直射日光による建物の温度上昇を
抑え、省エネにつながる。

写真 24－１　樹木のある屋外空間（富山県南砺市立福光東部小学校）

注 11
●ヒートアイランド●

Heat Island：都市部に見られる高温域。風の弱いときに顕
著になり、周辺地域よりも高温の空気が都市域をドーム状
におおう。都市化に伴う地表面の人工的改変、大量のエネ
ルギー消費などで熱がたまることがその成因。熱の島。

出典：三省堂刊「大辞林」

　■計画のポイント

学校に森をつくる
・教育効果や快適な環境の創造など、緑化の目的に応じ
て、植樹の範囲から施工方法や維持管理方法まで全体
的に検討し導入する。

芝生化や屋上緑化を図る
・芝生化する範囲については、使用目的等を考慮し決定
する。

・屋上緑化する場合には、断熱効果や利用方法を踏まえ
て土の厚さを検討する。また、人の目が行き届くよう
配慮し、転落防止のために柵を設けるなど、安全性を
十分に確保する。

　■効果的に利用するための注意点

・学校に森をつくる場合には、実生（苗木）の段階から
子どもたちや保護者が参画することで、教育効果を高
めたり、地域との連携を深めたりすることが考えられる。

　■補足説明

・芝生の維持管理のポイントについて施工業者に詳細な
マニュアルを作成してもらう。

・ボランティアによる芝生の維持管理のため、芝刈り機
など必要な機器を整える。一校で整備することが困難
な場合には、近隣の学校間で共用を図るなどの工夫が
考えられる。

・維持管理をスムーズに行うため、計画段階から地域と
連携協力する。写真 24－ 2　屋上庭園（東京都武蔵野市立大野田小学校）

写真 24－ 3　緑のカーテン
（三重県熊野市立入鹿中学校） 写真 24－６　緑豊かな中庭（広島県府中市立府中小学校・中学校）

写真 24－ 5　６本のケヤキが繁る中庭（岐阜県多治見市立多治見中学校）

写真24－ 4　理科教室前のテラスを緑化（カリタス女子中学高等学校）（神奈川県）

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○樹木の緑化エリアの設置、グラウンドや中庭の芝生化、屋上や校舎
壁面の緑化等を図り、学校全体に豊かな緑を取り入れるもの。

○ヒートアイランド注11 対策につながるだけでなく、子どもたちが積
極的に外で活動するようになり、自然とのふれあいや体力の向上に
つながる。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

長く使い続ける

環
境
と
の
関
わ
り

地域性を
活かしたデザイン
地域性を
活かしたデザイン
～みんなが愛着を持ち、シンボルとなる学校～

2525

写真 25－１　自然景観に溶け込んだ木の学校（三重県熊野市立入鹿中学校）

　■期待される効果

「大切に使う」意識の芽生え
・子どもたちが「自分たちの学校」という意識を持つこと
により、清掃活動に対して能動的に取り組んだり、もの
を丁寧に扱う態度を身につけたりすることができる。

地域の人たちからの愛着
・地域の人たちに学校そのものに愛着を持ってもらうこ
とにより、教育活動やその他学校運営への協力が得や
すくなる。

　■計画のポイント

立地条件の整理と
学校施設への取り入れ
・学校周辺の自然環境や地域の伝統、文化の特色、地域
産の建築材料、学校の歴史等を、学校施設に無理なく
取り入れる。

デザインの工夫
・街のシンボルとなるようなモニュメント、舗装面の装
飾、屋根や外壁のデザインの工夫などが考えられる。

　■補足説明

・地域の歴史や伝統的行事等に関する展示・体験コー
ナーを設けることも考えられる。

・校舎の建て替えに際し、旧校舎の思い出を学校の歴史
コーナーとして残すことなども考えられる。

　■効果的に利用するための注意点

・地域の特色として何を取り入れるか計画段階から地域
の人たちや在校生、卒業生等と話し合いをすると効果
的である。

写真 25－２　周辺環境に配慮し、地域特有の赤瓦葺屋根を使用した低層の校舎

写真 25－３　強い日差しを庇で受け止めて日影をつくりだす

写真 25－４　地域の歴史や伝統に関する展示コーナー
（新潟県長岡市立阪之上小学校）

沖縄の歴史・風土を活かした学校（那覇市立城西小学校）

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○自然環境や地域の伝統、文化など、学校の歴史や思い出の継承等に
配慮するとともに、それを積極的にデザインに生かすもの。

○卒業生や地域の人たちにも親しみを持ってもらい、末永く愛される
学校となる。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

長く使い続ける

環
境
と
の
関
わ
り

長く使い続けられる
学校
長く使い続けられる
学校
～将来の変化に柔軟に対応できる施設～

2626

写真 26－１　外壁保護のため小口タイルを使用した海沿いの学校（茨城県大洗町立南中学校）

　■期待される効果

変化に対して柔軟に対応
・柔軟性の高い計画としておくことで、例えば、新たに
少人数指導のための室を設けることや、学級数増加に
対応する教室の新設等に対し、多大なコストを掛けず、
また使いやすい場所で対応することが可能となる。

「長く使う」ことから学ぶ
・「新品であること」のみに価値を見いだすのではなく、
受け継いだ資産に手を入れ、現代に必要な機能を発揮
させることを通じ、資源の有効利用や持続可能社会等
について考えるきっかけとなる。

　■計画のポイント

変化への対応
・教室と廊下との境界、隣接教室同士の境界について、
①耐震のための壁、②将来取り外せる固定された壁、
③可動間仕切りのどれにするか検討する。

・可動間仕切りを取り入れることにより、閉じた普通教
室、あるいは広い多目的スペースなどとして、状況に
応じた利用が可能となる。

・学級数が変動した場合にも同学年のまとまりを確保で
きるよう、例えば、将来教室として使用可能な空間を
計画しておく。

使用部位に応じ、適切な材料を検討
・直接手に触れることの多い仕上げ部分については、例
えば木材のように、時間の経過とともに味わいの出る
材料の使用に努める。

　■補足説明

・人口動態等から、学区内の児童生徒数の推移などを考
慮した学年ごとの必要学級数の予測等を計画時に行う。

・学校の思い出を大事にしたり、地域の伝統・文化を継
承したりする態度にもつながる。

写真 26－ 2　外断熱を行ったレンガ積みの学校
（新潟県見附市今町立小学校）

図 26－ 1　学級数が増加した場合にも同学年のまとまりを確保できる教
室空間の計画（東京都武蔵野市立大野田小学校）

注 12
●ライフサイクルコスト●

Life Cycle Cost：建築コストだけでなく、維持
管理や改修・廃棄に必要なコストも含めた構造物
のコスト。

出典：三省堂刊「大辞林」

可動式仕切りによって閉じることのできる
学習室は集中して行う活動に対応した空間。
将来普通教室に利用することが可能な計画。

学習室

教師
コーナー

普通教室

普通教室

普通教室

多目的スペース

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○構造体そのものは堅固なものにするとともに、内部の壁の位置の変
更や設備の取替を行いやすいよう配慮し、また耐久性の高い材料を
使用することにより、建物を長持ちさせるように計画するもの。

○教育内容・方法の変化や児童生徒数の増減等に柔軟に対応でき、ラ
イフサイクルコスト注12 を抑える。

　■効果的に利用するための注意点

・材料の種類や使用場所については、例えば吹き抜け上
部に頻繁な手入れや取替が必要なものを用いることは
避ける等、メンテナンスの方法も併せて検討する。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

地域の力を最大限に活かす学校づくり

地
域
と
の
関
わ
り

子どもたちの安全をより強く確保
・先生に加えて地域の人たちも「学校内の大人の目」と
なり、子どもたちの活動を見守りながら校地内への人
の出入りをとらえ、不審者侵入の抑止を図ることがで
きる。

　■期待される効果

地域みんなで
子どもを守る
地域みんなで
子どもを守る
～地域に開いた安全な学校～

2727

地域と学校とがより近くに
・学校で活動する地域の人たちが、同時に子どもたちの
様子も目にすることで、学校をより身近に感じ、教育
活動への協力につながる。

写真 27－１　安全性を確保するために設けた親しみやすい受付（埼玉県川越市立霞ヶ関北小学校）

　■計画のポイント

守る範囲を明確にする
・学校開放で地域の人たちなどが入れるゾーンと、子ど
もたち、学校関係者やアポイントを取った人のみが入
れるゾーンとを明確にする。

・受付は地域の人たちなどが入れるゾーンの玄関周辺に
設け、建物内の安全性を高める。

　■効果的に利用するための注意点

・防犯に関する考え方の共通理解に加え、万が一の不審
者侵入時等にも万全の対応ができるよう、防犯避難訓
練や勉強会など、地域との連携のためのソフト面の充
実に努める。

　■補足説明

・「人の目」で子どもたちを守るという方式について、
先生、地域の人たち、保護者の間で理解を図る。　

・学校内にどのような機能、性格、運営管理方法の施設
が必要となるかを地域とよく話し合う。

人の目の配置
・子どもの活動を見守ることができる位置に地域の人た
ちなどのスペースを設け、人の目を防犯に役立てる。
開口部の位置等にも配慮する。

通報システムの導入
・不審者侵入等の緊急事態発生時に迅速に対応できるよ
う、通報装置等を導入する。

図 27－１　先生や地域の人たちのスペースの配置の工夫

写真 27 －２　学校内で大人たちが、
子どもたちの活動を目にする

塀がなく誰でも敷地内を通り抜けられる学校（埼玉県戸田市立芦原小学校）

図 27－２　校舎配置図

グラウンド

校舎

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○学校施設を地域へ積極的に開放し、また同時に、開放部分の配置や
ゾーニング計画の工夫によって、防犯性に配慮した学校とするもの。

○学校を地域に開いていくことで、地域との連携を深め、その結果、
地域全体で子どもたちを守ることにつながる。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

地域の力を最大限に活かす学校づくり

地
域
と
の
関
わ
り

地域と学校とがより身近に
・地域の人たちにとって学校が一層身近な存在となり、
学校・家庭・地域が一体となって教育活動に取り組み、
子どもたちを見守ることが可能となる。

　■期待される効果

何かができる、
みんなに会える
何かができる、
みんなに会える
～地域の人たちのための居場所～

2828

地域の大人たちとの交流
・地域の人たちによる読み聞かせ活動や、逆に子どもたち
による歌の発表会等、子どもたちが学校という安全な場
で家族や先生以外の大人と交流を図ることが可能となる。

写真 28－１　ふれあいラウンジを活用した地域連携のイベント（埼玉県戸田市立芦原小学校）

　■計画のポイント

居心地の良い活動拠点
・活動に必要な面積や機能を確保するとともに、居心地
の良い雰囲気になるよう、内装等に配慮し，給湯スペー
ス等を用意する。　

・畳の部屋やカーペット敷きのコーナー等を設けること
も考えられる。

配置の工夫
・地域の人たちの居場所からの人の目が防犯にも役立つ
ような位置や、先生と日常的に交流や相談等ができる
ような位置とすることなどが考えられる。　　

 p.65「27. 地域みんなで子どもを守る」参照。

「まちづくり」への寄与
・例えば歩道に面した敷地の一部をポケットパークや花
壇とし、地域の人たちが立ち寄りやすい雰囲気とする
とともに、景観の向上を図る。

　■効果的に利用するための注意点

・先生や子どもたちから活動の様子が見えたり、作品等
を掲示できる場所を設けたりすることにより、交流を
深めることができる。

　■補足説明

・学校とデイサービスセンターを併設するなど、高齢者
福祉施設と複合化する場合には、施設利用者などとの
交流の場ともなりうる。

写真 28－２　ボランティア等の活動スペース
（新潟県聖籠町立聖籠中学校）

写真 28－３　ＰＴＡ活動など地域の人たちも利用できる会議室
（神奈川県横須賀市立大塚台小学校）

図 28－１　学校敷地内にあるベンチスペースでの地域の人たちと子どもたちとの交流

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○授業への協力やボランティア活動等のために学校を訪れる地域の人
たちの居場所を設けるもの。

○ボランティア活動等の拠点となるとともに、子どもたちとの触れ合
いの場ともなり、幅広く多様な交流が可能となる。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

新たな公共施設としての学校

地
域
と
の
関
わ
り

機能の高度化による教育の充実
・地域の人たちの利用を想定して特別教室の面積や設備
を充実することや、本格的な施設と専門職員を備えた
社会教育施設を複合し子どもたちも利用することで、
学校教育活動の充実を図ることができる。

地域に必要とされる学校
・学校の図書館や体育館などの利用、放課後子どもプ
ラン注13 の活用等が地域の人たちの暮らしの一部とな
り、地域の人たちにとっても学校が必要不可欠な存在
となる。

・外国人の子どもの多い学校にあっては、保護者も含め、
日本語指導など土・日曜日の支援・交流活動にも活用
できる。

　■期待される効果

学校をまちづくり
の拠点に
学校をまちづくり
の拠点に
～機能の高度化と地域の拠点としての役割を同時に目指す～
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防災拠点としての役割
・防災機能を向上させることにより、地震等の災害時に
おける地域の人たちの応急避難場所としての役割を果
たすことができる。

写真 29－１　家庭教室で地域の大人たちが調理（青森県南部町立名川中学校）

　■計画のポイント

活動、交流の場の計画
・活動内容を踏まえ、地域利用に供する各室は、まとまっ
て配置し、他のエリアと区画できるようにする。

・また、子どもたちと地域の人たちとの交流の場となる
スペースを設ける。

防災機能の強化
・施設の耐震性の確保、外壁や天井材、照明器具の落下
防止対策及び家具等の転倒、落下防止対策等を行う。

・専門家の協力を得て、トイレや電気等のライフライン
を保持するための対策や衛生的な室内環境を確保する
ための対策を行う。

誰にでも使いやすく分かりやすい
・高齢者や障害者の利用を念頭に置き、円滑に移動でき
る平面計画やサインの明確性など、バリアフリーに配
慮する。
　その際、災害時における避難場所としての役割を踏ま
えて計画する。

　■効果的に利用するための注意点

・地域の人たちが利用する玄関に、子どもたちの作品を
展示したり学校の活動の様子を知らせたりする掲示板
を設けることにより、地域の人たちにとって学校を一
層親しみやすい存在となるようにする。

・地域利用部分の管理・運営については、地域の人たち
の協力を得ることも計画段階で検討する。

・避難場所としての円滑な運営のため、防災担当部局等
の関係者が連携して体制構築に努め、学校教育活動の
早期再開を考慮しつつ具体的な施設利用計画や運営マ
ニュアルの作成・周知を行う。

　■補足説明

・例えば、複合化した図書館の司書が専門的知見を生か
して教育活動をサポートすることで、図書館を子ども
たちにとってより身近な存在にすることができる。

写真 29－２　複合化した図書館を児童が利用
（埼玉県志木市立志木小学校）

写真 29－ 4　放課後における子どもの居場所
（東京都武蔵野市立大野田小学校）

写真 29－ 3　地域の人たちも利用する学校の図書館
（山口県下関市立豊北中学校）

写真 29－５　休日に地域の子どもたちが利用
（福島県西会津町立西会津中学校）

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○学校が地域の拠点として役割を十分に果たせるよう、特別教室の充
実・開放や社会教育施設（図書館等）との複合化、避難場所として
の機能強化などを行うもの。　

○地域の多様なニーズに対応するとともに、学校の教育活動の充実を
図ることができ、学校教育環境と地域の人たちの学習環境とが相乗
的に向上する。

注 13
●放課後子どもプラン●

地域社会の中で、放課後や週末等に子どもたちが安
全で安心して、健やかに育まれるよう、文部科学省
の「放課後子ども教室推進事業」と厚生労働省の「放
課後児童健全育成事業」を一体的あるいは連携して
実施するもの。平成19年度よりスタート。



Ⅱ .　新たな学校づくりのアイディア例　今日的課題への対応

新たな公共施設としての学校

地
域
と
の
関
わ
り

体を動かしに
学校へ行こう
体を動かしに
学校へ行こう
～地域におけるスポーツの拠点～

3030

写真 30－１　地域の人たちが指導するクラブ活動で体育館を利用（富山市立豊田小学校）

　■期待される効果
　

子どもたちの充実した体育活動
・学校の運動施設が、地域の人たちの利用を前提とした
本格的なものとなり、子どもたちが授業で使用する際
にも、より質の高い体育活動を行うことができる。

スポーツを通じた地域とのつながり
・地域の人たちが学校を訪れる機会が増え、学校と地域
の協働体制づくりにも寄与する。

　■計画のポイント
　

利用者・管理担当者を支える
空間の適切な配置
・運動施設そのものに加え、利用者が運動の前後に使用
する更衣室、交流・憩いの場としてのラウンジ、会議
室等のスペースや、管理担当者のための事務室、休憩
スペース等について、広さや機能を充実させるととも
に、相互に関連づけて配置する。

　■補足説明

・地域の人たちが主体的に運営する「総合型地域スポー
ツクラブ」の拠点施設として活用できるよう計画する
ことも考えられる。

・地域におけるスポーツの拠点として、スポーツ大会な
どの地域行事にも対応できるよう、観覧席やギャラ
リーを計画することも考えられる。

写真 30－２　地下１階：温水プール 写真 30－３　２階：体育館（プール上部） 写真 30－４　地下１階：武道場

学校の多様な運動施設を地域の人たちに開放（世田谷区立烏山中学校）

　■効果的に利用するための注意点

・地域ごとのスポーツに対するニーズは異なるため、開
放する施設の種類やその運営方法を、計画段階から学
校側と関係者との間でよく話し合う。

図 30－１　地下１階　平面図 図 30－２　１階　平面図
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EV

地域開放施設

　▼

◆◇◆ アイディアの要点 ◆◇◆
○学校の運動施設について、地域の人たちへの開放を前提に、広さや
機能等を充実させるもの。

○学校を地域のスポーツ拠点とすることで、地域の人たちのスポーツ
への参加の機会を増やすとともに、子どもたちの体育活動の充実に
も資する。

EV
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